
■第３９１回食品安全委員会 

 

日時：平成２３年７月２１日（木）１３：５９～１４：４８ 

傍聴者：１１名 

 

議事概要： 

 

（１）平成２２年食中毒発生状況の概要について 

・厚生労働省からの説明。 

 

（２）食品安全基本法第２４条に基づく委員会の意見について 

１）農薬「シアゾファミド」に係る食品健康影響評価について 

・「シアゾファミドの一日摂取許容量（ＡＤＩ）を０．１７ｍｇ／ｋｇ体重／日と設定する。」と

の審議結果が了承され、リスク管理機関（厚生労働省）へ通知することとなった。 

＊殺菌剤で、ぶどう、ばれいしょ等に使用します。今回、かぼちゃへの適用拡大申請がされてい

ます。 

２）農薬「シエノピラフェン」に係る食品健康影響評価について 

・「シエノピラフェンのＡＤＩを０．０５ｍｇ／ｋｇ体重／日と設定する。」との審議結果が了承

され、リスク管理機関（厚生労働省）へ通知することとなった。 

＊殺ダニ剤で、かんきつ、なす、りんご等に使用します。今回、ピーマン、きゅうり、食用ぎく

への適用拡大申請がされています。 

３）農薬「シフルフェナミド」に係る食品健康影響評価について 

・「シフルフェナミドのＡＤＩを０．０４１ｍｇ／ｋｇ体重／日と設定する。」との審議結果が了

承され、リスク管理機関（厚生労働省）へ通知することとなった。 

＊殺菌剤で、麦類、いちご、メロン等に使用します。今回、すいか、メロン、もも、ぶどう、と

うがらし等へのインポートトレランス（国外で使用される農薬等に係る残留基準）申請がされて

います。 

４）遺伝子組換え食品等「乾燥耐性トウモロコシＭＯＮ８７４６０系統とチョウ目害虫抵抗性ト

ウモロコシＭＯＮ８９０３４系統と除草剤グリホサート耐性トウモロコシＮＫ６０３系統からな

る組合せのすべての掛け合わせ品種（既に安全性評価が終了した１品種を除く）」に係る食品健康

影響評価について 

５）遺伝子組換え食品等「チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ１５

０７系統とコウチュウ目害虫抵抗性トウモロコシＭＩＲ６０４系統と除草剤グリホサート耐性ト

ウモロコシＮＫ６０３系統からなる組合せのすべての掛け合わせ品種（既に安全性評価が終了し

た２品種を除く）」に係る食品健康影響評価について 

・「『遺伝子組換え植物の掛け合わせについての安全性評価の考え方』に基づき、改めて安全性の

確認を必要とするものではないと判断した。」との審議結果が了承され、リスク管理機関（厚生労

働省）へ通知することとなった。 

＊４）、＊５）安全性評価が終了しているトウモロコシ３品種を交配によって掛け合わせた品種で

すが、収穫される種子は１粒ごとに形質が異なります。したがって、すべての掛け合わせ品種の

うち、安全性評価が終了している品種を除く品種が評価の対象となります。 

 

（３）遺伝子組換え植物の掛け合わせ品種の取扱いについて（案） 

・専門調査会の検討結果を踏まえ「遺伝子組換え植物の掛け合わせ品種の取扱いについて（案）」

について事務局から説明後、案のとおり決定された。 

 

（４）その他 

１）前回の食品安全委員会において、「生食用食肉（牛肉）に係る規格基準の設定について」の参

考資料１に関し、厚生労働省から差し替えの連絡についての報告 

・厚生労働省から誤った資料が提出されたこと、ＨＰには正しい資料を掲載すること等を事務局

から説明。 


